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★町の人口★人口10,136(4 9）男4,814(-f 6）女5,322 (4 3）世帯合計3,396G14) 61年7月末日現在口内は前月との比較です 

▼
上
野
焼
窯
元
群
の
中
を
上
野
峡
へ
と
向
う
国
鉄
ハ
ス
A
 

昭和27年から34年間、多くの人々に利用 

されて来た国鉄バス。11月には廃止が予 

定されています。 

9 月は 固定資産税3期分の納税月です 



赤池勤労者体育センター竣工式 

ト8 月12日、関係者約70人が出席して竣工式が行われました‘ 

ト完成した勤労者体育センター． 

昭和61年9月1日 

z 勤労者体育センター平面図 ／てジ 
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昭和61年9・月1 目 

ど
轟
難
・
る
盤
野
地
癒
め
ク
舞
玖
 

観
鷺
開
発
博
お
年
寄
り
に
大
き
な
影
響
筆
 

町
内
の
国
鉄
バ
ス
の
二
路
線
（
直
方
 

ー
上
野
峡
・
赤
池
駅
ー
上
野
峡
）
が
、
 

今
年
十
一
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
期
に
廃
 

止
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
直
方
ー
上
野
峡
間
は
一
日
八
 

往
復
。
上
野
峡
ー
赤
池
駅
間
は
一
日
一
一
 

往
復
の
国
鉄
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
 

す。 

ト九州総局へ廃止反対の要請をし、説明を受ける日野町長（中央） 

や立花議長（左）など関係者のみなさん‘ 

国
鉄
の
今
年
五
月
の
調
査
で
は
、
町
 

内
の
二
路
線
は
い
ず
れ
も
廃
止
対
象
の
 

第
三
種
路
線
（
平
均
乗
車
人
員
が
ど
の
 

区
間
を
と
っ
て
も
五
人
以
下
）
に
該
当
 

し
、
上
野
峡
、
赤
池
駅
間
は
、
四
・
八
 

七
人
、
直
方
ー
上
野
峡
間
は
七
・
四
四
 

人
で
直
方
市
の
上
境
ー
上
野
峡
間
は
三
 

・
五
九
人
と
な
っ
て
お
り
、
直
方
ー
内
 

ケ
磯
線
は
残
り
ま
す
が
、
赤
池
町
内
の
 

国
鉄
バ
ス
は
い
づ
れ
も
廃
止
対
象
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

門
鉄
の
話
に
よ
る
と
 
「
九
州
の
バ
ス
 

路
線
は
、
収
入
の
二
倍
の
赤
字
が
出
て
 

お
り
、
借
金
の
利
子
を
含
め
る
と
三
倍
 

に
な
る
。
五
十
九
年
に
廃
止
を
予
定
し
 

路
線
の
変
更
な
ど
し
た
が
利
用
者
が
増
 

え
な
い
己
と
の
こ
と
で
、
廃
止
申
請
は
 

や
む
を
得
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

行
政
、
議
会
、
住
民
で
 

廃
止
反
対
を
訴
え
 

町
や
議
会
は
、
こ
の
国
鉄
バ
ス
路
線
 

は
、
町
民
の
足
、
特
に
お
年
寄
り
な
ど
 

交
通
弱
者
に
と
っ
て
は
、
唯
一
の
公
共
 

輸
送
機
関
だ
と
い
う
こ
と
で
、
国
鉄
側
 

に
は
、
「
廃
止
に
は
断
固
反
対
で
あ
る
0
 

通
勤
、
通
学
や
鉄
道
と
の
連
絡
な
ど
、
 

」
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利
用
し
や
す
い
時
間
帯
に
ダ
イ
ヤ
を
変
 

更
し
、
存
続
し
て
ほ
し
い
」
と
の
申
し
 

入
れ
を
し
て
来
ま
し
た
。
 

上
野
峡
の
観
光
開
発
や
上
野
焼
な
ど
 

の
地
場
産
業
を
育
成
し
、
町
の
活
性
化
 

を
図
る
と
い
う
、
町
の
発
展
計
画
に
対
 

し
て
も
き
わ
め
て
大
き
な
痛
手
と
な
り
 

ま
す
。
 

八
月
二
日
に
も
、
町
長
、
議
長
は
じ
 

上野焼協同組 
合理事長 

高鶴 智さん 

（皿山） 

唯
一
の
公
的
輸
送
機
関
が
廃
止
さ
 

れ
れ
ば
、
上
野
焼
や
福
智
山
を
中
心
 

と
し
た
観
光
面
で
大
き
な
影
響
が
あ
 

る
。
現
に
、
夏
休
み
に
窯
元
を
巡
る
 

子
ど
も
連
れ
の
バ
ス
客
も
あ
り
、
上
 

野
焼
に
と
っ
て
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
。
 

ま
た
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
お
 

年
寄
り
に
は
厳
し
い
状
態
を
強
い
る
 

こ
と
に
な
り
、
あ
っ
た
も
の
が
無
＜
 

な
る
の
は
「
困
る
」
の
一
言
に
つ
き
 

/

 

る。 

め
十
人
の
み
な
さ
ん
で
国
鉄
九
州
総
局
 

自
動
車
部
長
へ
廃
止
反
対
の
要
請
を
し
 

ま
し
た
。
 

昭
和
 27 

年
 12 

月
ー
日
に
 

路
線
開
設
 

こ
の
二
つ
の
路
線
は
、
昭
和
二
十
七
 

年
十
二
月
一
日
に
開
設
さ
れ
、
多
く
の
 

人
々
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

大
型
バ
ス
か
ら
小
型
の
マ
イ
ク
ロ
バ
 

ス
へ
の
運
行
な
ど
、
な
に
か
打
つ
手
が
 

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
 く国 

用 

エさん 

よ
 

で
 

院
 

通
 刑

 

に
略
 

を
 

っ
小
 

バ

る

谷

く

 

鉄
す
熊
 ) 

困
り
ま
す
。
町
立
病
院
に
い
い
先
生
 

が
来
ら
れ
て
国
鉄
バ
ス
を
利
用
し
て
い
 

ま
す
が
、
病
院
に
も
行
け
な
く
な
り
ま
 

す
。
現
在
は
、
利
用
し
た
い
と
き
に
便
 

が
な
い
。
赤
池
駅
の
連
絡
が
良
け
れ
ば
 

も
っ
と
利
用
者
も
増
え
る
は
ず
。
 

町
の
マ
イ
ク
ロ
パ
ス
と
か
福
祉
パ
ス
 

を
料
金
を
取
っ
て
で
も
回
す
こ
と
は
で
 

町
民
プ
ー
ル
横
の
総
合
運
動
公
園
の
 

一
角
に
建
設
し
て
い
た
「
赤
池
勤
労
者
 

体
育
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
八
月
十
 

二
日
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
体
育
館
は
、
町
の
要
請
を
受
け
 

た
雇
用
促
進
事
業
団
が
、
他
の
福
祉
施
 

設
と
同
様
に
、
勤
労
者
の
方
々
に
ス
ポ
 

ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
活
力
と
鋭
気
を
養
 

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
全
国
各
地
に
設
置
 

し
て
い
る
施
設
の
ー
つ
と
し
て
赤
池
町
 

に
建
設
し
て
い
た
も
の
で
す
。
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ー
部
鉄
骨
造
平
 

屋
建
て
、
建
築
面
積
は
八
百
七
十
四
平
 

方
メ
ー
ト
ル
で
用
地
は
町
有
地
。
事
業
 

団
か
ら
町
が
建
築
委
託
を
受
け
、
総
事
 

業
費
九
千
二
百
万
円
で
建
設
し
ま
し
た
。
 

財
源
は
事
業
団
か
ら
の
委
託
金
が
八
 

千
九
百
五
十
万
円
で
、
町
の
財
源
は
備
 

品
な
ど
二
百
五
十
万
円
程
度
で
す
。
 

竣
工
式
に
は
関
係
者
約
七
十
人
が
出
 

席
、
日
野
町
長
は
、
 

「
町
は
財
政
難
の
 

た
め
、
無
理
に
事
業
団
に
お
願
い
し
て
 

建
設
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
で
過
密
 

状
態
の
町
民
会
館
の
利
用
も
大
き
く
改
 

善
で
き
る
。
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
 

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
場
合
は
、
 

教
育
委
員
会
（
町
民
会
館
）
へ
申
し
込
 

ん
で
く
だ
さ
い
。
使
用
で
き
る
時
間
は
、
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
＋
時
ま
で
で
す
。
 

使
用
料
は
後
日
決
め
ら
れ
ま
す
。
 

現
在
、
卓
球
台
五
台
、
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
ー
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
三
面
の
用
具
 

が
あ
り
ま
す
。
 

)
 

国
鉄
バ
ス
に
乗
っ
て
白
糸
の
滝
に
行
 

っ
た
り
福
智
山
へ
登
っ
た
り
、
あ
る
い
 

は
窯
元
め
ぐ
り
を
し
た
人
も
多
い
こ
と
 

で
し
ょ
う
。
 

ち
な
み
に
、
直
方
、
内
ケ
磯
路
線
は
 

昭
和
三
十
一
年
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
六
十
二
年
四
月
の
国
鉄
分
割
民
 

営
化
を
前
に
、
存
続
は
大
変
き
び
し
い
 

情
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
o

全
く
動
ソ
 

が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

、、一君L‘ビーh轟胃 
ト福祉センターに完成したゲート 

ボール場、夜間も利用できます‘ 

終点で上野峡 
茶屋を営む 

山根 年子さん 

（皿山） 

お
年
寄
り
も
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
 

よ
く
遊
び
に
来
ら
れ
ま
す
。
日
曜
日
 

は
登
山
客
で
か
な
り
混
ん
で
い
ま
す
。
 

そ
う
で
な
く
て
も
お
年
寄
り
が
多
い
 

地
域
な
の
に
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
、
 

足
を
切
ら
れ
た
の
と
同
じ
。
 

も
ち
ろ
ん
店
の
売
り
上
げ
も
減
り
 

ま
す
が
、
将
来
は
孫
た
ち
の
通
学
に
 

も
困
り
ま
す
。
 

福祉センターにゲートボール場 
=＝宿泊者のためナイター設備も一 

× 

赤
池
町
老
人
福
祉
セ
 

ン
タ
ー
利
用
者
の
み
な
 

さ
ん
の
念
願
だ
っ
た
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
完
成
 

し
ま
し
た
。
 

こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

場
は
、
下
田
川
衛
生
組
 

合
の
不
燃
物
埋
め
立
て
 

地
と
セ
ン
タ
ー
の
間
の
 

緩
衝
地
と
し
て
、
将
来
 

の
公
園
化
事
業
の
第
一
 

回
整
備
と
し
て
造
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

八
月
四
日
に
は
、
赤
 

池
町
老
人
会
十
九
チ
ー
 

ム
が
参
加
し
て
コ
ー
ト
開
き
記
念
大
会
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
コ
ー
ト
に
は
、
 

セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
者
の
た
め
に
ナ
イ
タ
 

ー
設
備
も
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
希
望
の
 

方
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
 

い
。
。
⑩
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広
 

平
租
台
で
ア
メ
リ
カ
チ
ー
ム
と
対
戦
 

」
「
一
 ・ 

」
一
 

選
ば
れ
た
赤
池
ヘ
ア
ー
ス
の
藤
君
 

八
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
福
 

岡
市
の
平
和
台
球
場
で
、
ア
メ
リ
カ
の
 

少
年
野
球
チ
ー
ム
ニ
チ
ー
ム
を
迎
え
て
 

の
日
米
親
善
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
、
赤
池
町
内
の
中
学
生
 

で
構
成
す
る
 
「
赤
池
ベ
ア
ー
ズ
」
か
ら
 

藤
剛
人
君
（
赤
池
中
三
年
、
高
尾
団
地
）
 

が
、
福
岡
県
の
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
に
 

選
ば
れ
、
 

一
番
、
セ
カ
ン
ド
で
出
場
し
 

ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
二
年
毎
に
赤
池
ベ
ァ
 

ー
ズ
が
加
盟
す
る
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
日
 

本
少
年
野
球
連
盟
福
岡
県
支
部
の
主
催
 

▼
福
岡
県
の
選
抜
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
た
 

赤
池
ベ
ア
ー
ズ
の
藤
剛
人
君
ー
平
和
 

台
球
場
で
A
 

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
昭
和
五
十
 

七
年
の
赤
池
ベ
ア
ー
ズ
発
足
以
来
初
め
 

て
藤
君
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

胸
に
J
A
P
A
N

の
マ
ー
ク
を
つ
け
、
 

平
和
台
球
場
の
人
工
芝
で
思
い
切
り
プ
 

レ
ー
し
ま
し
た
。
藤
君
が
所
属
し
た
福
 

岡
県
の
北
部
選
抜
チ
ー
ム
は
、
年
齢
は
 

同
じ
で
も
大
人
の
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
ア
 

メ
リ
カ
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、
ベ
ー
ブ
ル
 

ー
ス
両
チ
ー
ム
に
は
勝
ち
ま
し
た
が
、
 

南
部
選
抜
チ
ー
ム
に
敗
れ
、
お
し
く
も
 

準
優
勝
で
し
た
。
 

「
俳
旬
雑
考
 
②
 

三
木
 

春
翁
 

〇
過
去
を
の
み
語
り
硬
山
寒
寒
と
 

〇
未
来
な
き
硬
山
寒
厭
了
 

筑
豊
に
は
現
在
、
大
小
幾
百
も
の
硬
 

山
が
あ
り
、
こ
れ
等
の
硬
山
は
過
去
を
 

の
み
語
り
未
来
は
な
い
。
あ
る
も
の
は
 

風
化
と
消
滅
の
み
で
あ
る
。
 

石
炭
か
ら
石
油
へ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

革
命
に
よ
っ
て
筑
豊
か
ら
炭
坑
が
廃
絶
 

し
、
多
く
の
炭
坑
労
働
者
は
、
新
し
い
 

職
場
を
求
め
て
他
県
へ
と
移
住
し
た
。
 

そ
し
て
残
っ
た
も
の
は
硬
山
と
鉱
害
と
 

失
業
の
み
で
あ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
二
十
 

年。 現
在
の
日
本
の
産
業
経
済
は
飛
躍
的
 

, 

親
子
で
伝
承
あ
そ
び
 

上
野
小
母
親
教
室
”
ト
ノ
齢
 

八
月
二
十
二
日
、
上
野
小
学
校
で
約
 

四
十
人
の
児
童
、
父
母
が
参
加
し
て
、
 

伝
承
遊
び
を
残
そ
う
と
竹
ト
ン
ボ
や
竹
 

笛
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
が
主
催
し
 

て
い
る
上
野
小
学
校
母
親
教
室
で
料
理
 

や
母
子
読
書
会
な
ど
年
間
学
習
計
画
の
 

一
環
と
し
て
「
夏
休
み
手
づ
く
り
教
室
」
 

と
題
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
現
、
宮
 

マ
宮
崎
校
長
や
お
父
さ
ん
に
習
い
な
が
 

ら
竹
ト
ン
ボ
ー
竹
笛
を
つ
く
る
上
野
 

小
母
親
教
室
の
み
な
さ
ん
▲
 

崎
校
長
が
昨
年
九
月
に
就
任
さ
れ
た
と
 

き
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
バ
ラ
バ
ラ
の
竹
を
 

取
り
出
し
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
児
童
 

の
前
で
み
ご
と
に
笛
を
吹
い
て
み
せ
ま
 

発
展
を
遂
げ
て
 

い
る
が
、
そ
の
 

基
礎
的
段
階
に
 

於
て
、
石
油
以
 

前
に
石
炭
（
炭
 

坑
）
の
果
し
た
 

役
割
と
業
績
は
 

大
き
く
、
歴
史
 

に
輝
き
残
る
で
 

あ
ろ
う
。
こ
の
 

発
 

ーンk 
ロ
Z
 『

『
 

こ
と
に
つ
い
て
は
、
炭
坑
で
働
い
た
人
 

達
は
誇
り
を
も
っ
て
語
る
べ
き
で
あ
る
。
 

戦
争
を
知
ら
な
い
若
い
人
達
が
新
し
 

い
日
本
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
よ
う
 

に
、
筑
豊
に
は
実
際
に
炭
坑
を
知
ら
な
 

い
子
供
達
が
成
長
し
て
い
る
。
新
し
い
 

筑
豊
の
浮
揚
発
展
は
、
こ
れ
ら
炭
坑
を
 

知
ら
な
い
子
供
達
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
 

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
筑
豊
が
新
し
く
雌
 

っ
た
時
、
硬
山
は
顧
る
者
な
く
、
風
化
 

し
、
完
全
に
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。
 

つ
れ
づ
れ
に
 
⑩
 

松
本
 
た
か
し
 

通
院
バ
ス
新
車
の
配
備
真
夏
来
る
 

レ」 

梅
雨
忘
れ
て
豪
雨
の
舗
道
砥
の
如
し
 

衆
参
の
七
・
六
選
挙
世
記
決
す
 

七
タ
や
よ
り
そ
ふ
句
座
に
香
匂
ふ
 

く
さ
む
ら
に
早
や
虫
の
声
朝
散
歩
 

町
長
選
挙
赤
字
く
い
止
む
夏
の
陣
 

大
暑
と
か
明
け
の
不
順
異
状
低
温
 

力
レ
ー
ラ
イ
ス
盛
夏
の
食
欲
卵
添
へ
 

採
血
に
異
状
無
し
と
か
自
愛
肝
要
 

薬
味
入
れ
冷
し
そ
う
め
ん
だ
し
上
々
 

し
た
。
驚
い
た
児
童
は
、
家
庭
で
そ
の
 

話
し
を
し
、
そ
れ
で
は
、
と
今
回
の
竹
 

ト
ン
ボ
、
竹
笛
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。
 

若
い
お
母
さ
ん
は
、
竹
ト
ン
ボ
の
羽
 

の
刃
を
入
れ
る
角
度
が
わ
か
ら
ず
、
中
 

に
は
、
左
き
き
の
竹
ト
ン
ボ
が
で
き
た
 

り
…
。
宮
崎
校
長
に
習
い
な
が
ら
、
親
 

子
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

人
権
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
を
表
彰
 

小
林
初
枝
さ
ん
が
講
演
錦
胴
醸
発
 

七
月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
の
 

期
間
中
、
 

「
部
落
差
別
を
な
く
す
、
人
 

権
草
の
根
運
動
を
町
民
一
人
ひ
と
り
の
 

力
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
種
行
事
 

を
展
開
し
ま
し
た
。
 

七
月
二
十
六
日
に
は
、
作
家
の
小
林
 

初
枝
さ
ん
を
招
き
、
 

「
生
活
の
中
か
ら
 

差
別
を
考
え
る
」
と
題
し
た
講
演
を
行
 

い
ま
し
た
が
、
席
上
、
小
・
中
学
生
か
 

ら
募
集
し
た
、
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
 

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

人
権
作
品
表
彰
者
 

（
敬
称
略
）
 

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】
▽
白
川
桜
子
▽
世
 

良
治
香
（
以
上
上
野
小
6
年
）
▽
今
畑
裕
 

美
▽
倉
石
秀
子
▽
緒
方
典
子
▽
梶
原
知
 

寿
（
以
上
市
場
小
6
年
）
▽
世
良
め
ぐ
み
 

（
赤
池
中
1
年
）
▽
未
広
佳
代
子
▽
水
田
 

か
お
る
▽
熊
谷
知
子
（
赤
池
中
2
年
）
▽
 

上
野
恭
子
▽
二
宮
知
美
（
赤
池
中
3
年） 

【
標
語
の
部
】
▽
田
口
香
織
▽
堀
川
智
 

恵
（
上
野
小
5
年
）
▽
田
口
早
苗
▽
小
松
 

翼
（
上
野
小
6
年
）
▽
桑
野
雅
裕
▽
依
里
 

彩
▽
藤
井
亮
一
▽
片
岡
秀
太
（
市
場
小
 

5
年
）
▽
市
瀬
孝
治
▽
木
村
明
子
▽
亀
 

谷
愛
▽
池
田
夏
樹
（
市
場
小
6
年
）
▽
松
 

尾
希
（
赤
池
中
1
年
）
▽
山
田
か
お
り
▽
 

前
川
司
（
赤
池
中
2
年
）
▽
坂
元
祐
美
 

▽
野
崎
裕
美
▽
小
笹
友
紀
子
（
赤
池
中
 

3
年） 

ト同和問題に関するポスター‘標語で 

表彰されたみなさん喝 

待
ち
合
い
室
 

北
先
生
離
任
 

あ
い
さ
つ
 

昭
和
五
十
九
年
六
月
一
日
に
、
県
 

衛
生
部
よ
り
、
町
立
病
院
へ
の
派
遣
 

の
命
を
受
け
、
着
任
以
来
、
早
い
も
 

の
で
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
し
 

て
、
こ
の
ほ
ど
、
九
月
一
日
よ
り
、
 

研
修
の
た
め
本
院
を
去
る
こ
と
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

今
日
ま
で
、
大
過
 

な
く
職
務
に
全
う
で
 

き
ま
し
た
の
も
、
若
 

輩
の
私
を
信
頼
し
て
 

下
さ
っ
た
住
民
の
皆
 

様
の
寛
大
さ
が
あ
れ
 

ば
こ
そ
と
、
感
謝
致
し
て
お
り
 

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

今
、
思
い
ま
す
に
、
二
年
間
は
、
 

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
 

毎
日
毎
日
が
充
実
し
、
 
一
生
懸
命
に
 

取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
 

間
に
か
月
日
が
経
っ
て
い
た
と
い
う
 

感
じ
で
す
。
そ
の
間
、
診
療
お
よ
び
 

検
査
部
門
を
初
め
と
し
た
種
々
の
整
 

備
や
改
革
等
が
な
さ
れ
、
第
一
線
医
 

療
機
関
と
し
て
、
住
民
の
方
々
の
希
 

望
に
少
し
ず
つ
で
も
、
応
え
ら
れ
る
 

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
を
喜
ん
 

で
い
る
次
第
で
す
。
 

) 事故を起こしてからでは 
ト自賠責保険（共済）ノ、 

の加入を忘れずに‘ 遅すぎます 

値
段
も
安
く
、
手
 

軽
に
乗
れ
る
と
い
う
 

利
点
か
ら
、
バ
イ
ク
 

（
二
五
〇
叫
以
下
）
 

の
利
用
者
が
増
え
、
 

バ
イ
ク
の
保
有
台
数
 

は
、
六
十
年
度
末
現
 

在
全
国
で
千
六
百
六
 

十
万
台
を
超
え
て
い
 

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
 

に
、
バ
イ
ク
の
事
故
 

も
増
え
、
昨
年
は
十
 

四
万
五
千
件
と
、
全
 

交
通
事
故
件
数
の
ほ
 

ぽ
四
分
の
ー
に
達
し
 

て
い
ま
す
。
こ
の
う
 

ち
、
バ
イ
ク
が
加
害
 

者
と
な
っ
て
い
る
ケ
 

ー
ス
が
四
万
五
千
件
も
あ
り
、
死
傷
 

者
も
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
 

事
故
を
起
こ
す
と
、
被
害
者
へ
の
 

補
償
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
バ
イ
 

ク
保
有
者
が
自
分
の
資
力
だ
け
で
、
 

十
分
な
補
償
を
す
る
こ
と
は
容
易
な
 

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
 

私
も
、
こ
の
地
に
慣
れ
、
漸
く
患
 

者
さ
ん
と
な
じ
み
に
な
り
、
お
じ
い
 

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、
お
 

孫
さ
ん
ま
で
家
族
の
全
員
を
診
て
、
 

い
わ
ゆ
る
か
か
り
つ
け
の
医
者
と
し
 

て
の
第
一
歩
を
経
験
し
、
こ
れ
か
ら
 

と
い
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
残
念
で
す
。
 

し
か
し
、
後
任
の
膚
瀬
先
生
は
大
変
 

優
秀
な
先
生
で
、
私
も
安
心
し
て
、
 

後
を
託
せ
ま
す
。
 

今
後
、
私
は
、
約
九
カ
月
間
、
自
 

治
医
大
に
戻
り
、
地
域
医
療
を
勉
強
 

し
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
地
 

域
」
（
例
え
ば
赤
池
町
）
 

に
於
い
て
、
い
か
に
 

し
た
ら
健
康
の
維
持
 

お
よ
び
増
進
、
疾
病
 

の
予
防
、
早
期
発
見
 

に
始
ま
り
、
疾
病
の
 

治
療
に
止
ま
ら
ず
、
社
会
復
帰
 

に
も
っ
て
い
け
る
か
等
を
研
究
し
て
 

こ
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

も
し
、
再
び
赤
池
に
来
れ
る
よ
う
 

に
な
り
ま
し
た
ら
、
町
立
病
院
内
だ
 

け
に
と
ど
ま
ら
ず
に
住
民
の
方
々
と
 

接
触
を
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
 

よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

最
後
に
、
良
き
仕
事
の
機
会
を
与
 

え
て
載
い
た
議
会
お
よ
び
行
政
当
局
、
 

ま
た
、
院
長
を
初
め
と
し
て
御
協
力
 

載
い
た
職
員
各
位
に
、
こ
の
場
を
借
 

り
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

さ
よ
う
な
ら
 

北
 
政
 
義
 ノ

 

に
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
 

へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
 

て
い
る
の
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

五
十
九
年
度
末
で
、
二
百
八
十
五
万
 

台
が
無
保
険
（
無
共
済
）
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 契

約
期
間
の
チ
ェ
ッ
ク
は
 

保
有
者
自
身
で
 

な
ぜ
こ
ん
な
に
無
保
険
（
無
共
済
）
 

バ
イ
ク
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

バ
イ
ク
は
普
通
、
販
売
時
に
は
必
 

ず
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
に
加
入
し
 

て
い
ま
す
。
 
し
か
し
、
契
約
期
間
（
一
 

ー
三
年
）
が
切
れ
て
も
、
バ
イ
ク
の
 

場
合
は
自
動
車
の
よ
う
に
車
検
制
度
 

で
契
約
の
継
続
を
確
認
す
る
と
い
う
 

シ
ス
テ
ム
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

そ
の
た
め
保
有
者
が
継
続
契
約
を
」
忌
 

っ
た
り
、
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
 

り
、
無
保
険
（
無
共
済
）
．
ハ
イ
ク
が
増
 

え
て
い
る
の
で
す
。
 

あ
な
た
の
バ
イ
ク
の
保
険
（
共
済
）
 

は
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

安
全
運
転
で
事
故
を
起
こ
さ
な
い
 

よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
何
よ
り
で
す
 

が
、
万
が
ー
に
備
え
て
の
保
険
（
共
 

済
）
ー
も
し
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
 

た
ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
 

農
協
、
バ
イ
ク
店
で
契
約
を
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

保
険
（
共
済
）
は
、
な
に
よ
り
も
あ
 

な
た
の
た
め
の
“
保
障
）
だ
か
ら
で
 

す。 

」 

検診を受けないのはこ自殺行為ミー -1 9月はがん征圧月間 
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同
和
問
響
発
ン
叫
ス
 

わ
た
し
た
ち
の
 

生
活
の
社
会
の
 

し
き
た
り
 

わ
た
し
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
を
み
る
 

と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
 

ど
、
最
近
の
科
学
技
術
の
発
達
の
め
ぎ
 

ま
し
さ
に
気
づ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
 

考
え
方
や
生
活
の
し
か
た
、
社
会
の
よ
 

う
す
な
ど
も
以
前
に
比
べ
て
非
常
に
大
 

き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
 

そ
う
し
た
科
学
技
術
の
発
達
し
た
中
 

で
暮
ら
し
て
い
る
わ
た
し
た
ち
で
あ
っ
 

て
も
、
日
ご
ろ
の
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
 

て
み
る
と
、
昔
か
ら
の
世
間
体
や
し
き
 

た
り
、
あ
る
い
は
、
い
い
つ
た
え
や
迷
 

信
な
ど
が
あ
る
中
で
毎
日
の
生
活
を
す
 

ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

し
か
し
、
い
つ
も
は
そ
ん
な
に
気
に
 

し
て
生
活
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
 

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
日
ご
ろ
気
を
つ
 

か
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
世
間
体
 

や
し
き
た
り
、
迷
信
な
ど
の
影
響
を
う
 

け
な
い
行
動
や
暮
ら
し
を
し
て
い
る
か
 

と
い
え
ば
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん。 何
か
行
動
を
お
こ
そ
う
と
す
る
と
き
 

「
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
物
笑
い
に
な
 

る
」
と
か
「
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
 

笑
い
の
種
に
な
る
」
 
な
ど
と
、
わ
た
し
 

た
ち
の
行
動
や
考
え
方
の
基
準
に
な
っ
 

て
い
る
も
の
が
多
く
あ
る
の
で
す
。
 

た
と
え
ば
一
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
 

「
夜
に
爪
を
切
る
と
親
の
死
に
目
に
会
 

え
な
い
」
 

・シ‘ 

「
結
婚
式
は
で
き
る
だ
け
 

大
安
の
日
に
」
 

「
葬
式
は
友
引
の
日
に
す
 

る
な
」
 

「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
 

の
女
を
嫁
に
も
ら
う
な
」
 

な
ど
と
、
い
い
つ
た
え
や
 

迷
信
に
わ
た
し
た
ち
の
行
 

動
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
 

多
い
の
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
し
き
た
り
や
 

迷
信
は
、
「
な
る
ほ
ど
ノ
」
 

と
納
得
で
き
る
科
学
的
で
 

合
理
的
な
も
の
な
の
で
し
 

ょ
う
か
。
だ
れ
が
ど
の
よ
 

う
に
し
て
生
み
だ
し
た
の
か
わ
か
り
ま
 

せ
ん
が
、
「
み
ん
な
が
そ
う
し
て
い
る
か
 

ら」 

と
か
「
親
か
ら
そ
う
し
ろ
と
言
わ
 

れ
て
き
た
」
 
な
ど
で
、
従
っ
て
い
る
こ
 

と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
り
つ
づ
け
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
、
し
き
た
り
や
迷
信
は
わ
 

A後
の
広
報
啓
発
の
中
で
「
え
た
、
 

ひ
に
ん
」
と
い
う
封
建
身
分
や
被
差
 

別
部
落
を
略
し
た
用
い
方
で
「
部
落
」
 

と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
ま
す
。
現
 

・
在
の
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
 

用
い
方
に
よ
づ
て
人
権
侵
害
（
差
別
）
 

に
つ
な
が
る
こ
の
よ
う
な
用
語
は
避
 

け
る
べ
き
で
す
が
、
学
習
を
わ
か
り
 

や
す
く
す
る
た
め
、
や
む
を
え
ず
用
 

い
た
も
の
で
す
。
そ
の
点
を
十
分
ご
 

認
識
の
上
、
学
習
を
よ
り
深
め
て
下
 

さ
い
。
 

た
し
た
ち
の
頭
や
心
の
中
に
深
く
し
み
 

つ
き
、
社
会
生
活
と
む
す
び
つ
い
て
「
社
 

会
の
し
き
た
り
」
や
「
世
間
の
常
識
」
 

と
な
っ
て
強
制
力
を
も
っ
て
き
て
い
ま
 

す。 こ
う
し
た
こ
と
に
わ
た
 

し
た
ち
が
と
ら
わ
れ
つ
づ
 

け
る
と
、
正
し
い
考
え
方
 

や
行
動
が
“
マ
ヒ
方
し
て
 

し
ま
い
、
ま
ち
が
い
や
お
 

か
し
さ
に
さ
え
気
づ
か
な
 

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

そ
し
て
社
会
生
活
を
い
と
 

な
む
と
き
に
家
柄
や
血
筋
 

に
こ
だ
わ
っ
た
り
、
人
に
 

た
い
し
て
貴
賎
や
蔑
視
の
 

考
え
を
も
っ
て
行
動
す
る
 

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
 

最
近
、
福
岡
県
が
迷
信
 

や
し
き
た
り
に
つ
い
て
調
 

査
し
た
と
こ
ろ
「
お
か
し
い
と
思
う
が
 

自
分
だ
け
が
反
対
し
て
も
し
か
た
が
な
 

い
」
と
い
う
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
幸
せ
や
平
等
、
 

人
権
を
守
り
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
 

め
に
も
し
き
た
り
や
迷
信
に
つ
い
て
考
 

え
直
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
か
。
 

迷
信
・
し
き
 

た
り
・
人
権
 

・
部
落
問
題
 

体
が
不
自
由
で
あ
る
と
か
、
男
女
の
 

ち
が
い
、
生
ま
れ
や
国
籍
の
ち
が
い
な
 

ど
で
人
間
が
差
別
さ
れ
た
り
の
け
も
の
 

に
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
ま
ち
が
い
で
 

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

わ
た
し
た
ち
の
い
の
ち
は
、
何
も
の
に
 

も
か
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
 

の
な
の
で
す
。
 

す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
生
き
る
権
利
 

を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
 

は
そ
れ
を
人
間
の
権
利
、
つ
ま
り
人
権
 

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
迷
信
や
し
き
た
り
は
、
お
 

う
お
う
に
し
て
人
権
を
お
か
す
こ
と
が
 

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
交
際
や
結
婚
 

の
と
き
に
家
柄
や
格
式
、
血
筋
を
重
ん
 

じ
て
み
た
り
、
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
 

の
も
の
は
荒
れ
性
だ
か
ら
、
そ
ん
な
女
 

性
を
嫁
に
迎
え
て
は
い
け
な
い
な
ど
と
、
 

人
権
を
大
切
に
す
る
こ
と
よ
り
も
、
世
 

間
の
判
断
に
あ
わ
せ
て
自
分
の
考
え
や
 

行
動
を
決
め
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
 

つ
ま
り
、
迷
信
や
し
き
た
り
を
さ
さ
 

え
て
い
る
「
昔
か
ら
み
ん
な
が
そ
う
し
 

て
い
る
」
と
い
う
考
え
は
、
部
落
差
別
 

や
そ
の
ほ
か
の
人
権
を
お
か
す
差
別
を
 

さ
さ
え
て
い
る
考
え
な
の
で
す
。
 

部
落
差
別
を
考
え
て
み
て
も
、
迷
信
 

や
し
き
た
り
か
ら
う
ま
れ
た
考
え
が
、
 

同
和
地
区
に
た
い
し
て
人
び
と
が
も
っ
 

て
い
る
偏
見
や
無
知
な
ど
と
む
す
び
つ
 

い
て
差
別
が
う
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
 

人
び
と
の
中
に
こ
う
し
た
差
別
意
識
が
 

根
強
く
あ
る
こ
と
が
、
部
落
問
題
の
解
 

決
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
 

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

現
在
で
も
、
多
く
の
手
帳
や
カ
レ
ン
 

ダ
ー
な
ど
に
は
六
曜
や
干
支
な
ど
が
記
 

入
さ
れ
て
い
ま
す
0

製
造
業
者
の
話
で
 

は
 
「
手
帳
や
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
六
曜
な
 

ど
を
消
す
と
、
売
れ
ゆ
き
が
悪
く
な
る
己
 

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

ま
た
結
婚
式
な
ど
で
、
〇
〇
家
、
△
 

△
家
と
表
示
さ
れ
て
い
る
と
き
が
あ
り
 

ま
す
。
何
気
な
い
こ
と
の
よ
う
に
み
え
 

ま
す
が
、
こ
う
し
た
こ
と
が
家
柄
や
格
 

式
を
さ
さ
え
結
婚
す
る
本
人
た
ち
の
主
 

体
性
を
お
さ
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
許
せ
な
い
こ
と
に
は
、
出
身
や
 

貧
富
、
学
歴
な
ど
に
よ
っ
て
本
人
同
士
 

の
愛
が
実
ら
な
い
現
実
も
残
っ
て
い
ま
 

す。 

福
岡
県
部
落
史
研
究
会
資
料
よ
り
 

昭和61年9月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

国
保
税
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
 

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
ー
 

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
国
保
税
率
が
 

表
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

老
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
行
や
高
度
 

医
療
な
ど
で
医
療
費
は
増
大
し
続
け
て
 

い
ま
す
し
、
国
か
ら
の
援
助
（
国
庫
支
 

出
金
）
の
削
減
な
ど
も
あ
っ
て
、
ま
す
 

ま
す
苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
び
や
む
を
得
ず
税
率
の
改
正
 

-~~~ 

改 正 前 改 正 後 

所 得 割 100分の8.1 100分の8.8 

資 産 割 100分の65 100分の63 

均等割伽入世帯人数） 147,000円 157,000円 

平等割（世帯 ごと、 151,000円 161,000円 
国保税最高限度額 

‘法律改正による） 350,000円 370,000円 

を
し
、
み
な
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
保
財
 

政
の
健
全
化
は
、
何
と
い
っ
て
も
被
保
 

険
者
の
健
康
づ
く
り
と
医
療
費
の
節
約
、
 

そ
し
て
、
国
保
税
の
完
納
に
あ
り
ま
す
。
 

国
保
事
業
を
ご
理
解
の
う
え
よ
ろ
し
 

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

こんなに使われている年度別医療費の状況 

こよこ 1 人 当 り 1 世 帯 当 り 

保険税 医療費 保険税 医療費 

56 28,618 153,801 72,373 388,949 

57 34,620 175,49? 85,299 396,019 

58 36,650 180 ,852 87,778 433,151 

59 36,680 201 ,375 86,744 476,233 

60 38,671 240,250 89,664 557,061 

に三お元気ですか 

保健婦です三ラフ 

気
候
も
す
ず
し
く
な
 

り
食
欲
が
増
す
季
節
に
 

な
り
ま
し
た
。
 
つ
い
オ
 

ヤ
ッ
や
夜
食
に
手
が
出
 

ま
す
が
、
肥
満
に
注
意
 

し
ま
し
ょ
う
。
肥
満
は
 

心
臓
病
、
高
血
圧
、
糖
 

尿
病
、
胆
石
症
と
い
っ
 

た
色
い
ろ
な
病
気
を
引
 

き
起
し
ま
す
。
 

あ
な
た
の
体
重
は
ど
 

の
位
？
計
算
し
て
み
ま
 

せ
ん
か
。
 

一
度
太
っ
て
し
ま
う
 

と
節
食
し
て
も
な
か
な
 

か
減
量
し
ま
せ
ん
。
畜
積
し
て
い
る
脂
 

肪
を
消
費
す
る
ほ
ど
の
過
度
の
運
動
が
 

必
要
で
す
。
 

ま
た
、
片
寄
 

っ
た
減
量
方
法
 

は
貧
血
に
な
っ
 

た
り
、
節
食
し
 

た
反
動
で
か
え
 

っ
て
多
食
に
な
 

り
、
元
に
も
ど
 

っ
て
し
ま
い
ま
 

す。 三
食
は
き
ち
 

ん
と
食
べ
、
野
 

菜
を
た
っ
ぷ
り
 

バ
ラ
ン
ス
の
と
 

れ
た
食
事
を
し
 

ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
食
べ
 

分
に
見
合
っ
た
 一

 

標準体重一（身長一100) xO.9 

肥満度一実側き叱声誉体I 
”し n叫Jコ‘ 標 準 体 重 
正 常一肥満度士10% 
肥満気n未＝=＝肥満度＋10~ 20% 
肥 満一＝月巴満度＋20% 

x 100 (%) 

仕
事
や
ス
ポ
ー
 

ッ
等
を
楽
し
み
 

な
が
ら
減
量
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

要
は
、
体
を
よ
 

く
動
か
せ
ば
、
 

た
く
さ
ん
食
べ
 

ら
れ
る
と
い
う
 

事
で
す
。
 

※
最
近
、
厚
 

生
省
よ
り
新
し
 

い
体
重
判
定
表
 

も
出
て
い
ま
す
。
 

食品のエネルギーと、それを消 

費するための運動量 

＼ いずれも ／ 

1 60KcaI 
、 ノ 、ノ 

▽ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
演
歌
カ
ラ
オ
ケ
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
 

（
若
松
区
本
町
）
丸
ぼ
う
ろ
 50 

個
〇
峯
 

岡
均
（
赤
池
）
清
酒
5
升
〇
長
尾
舞
踊
 

（
穎
田
町
）
ブ
ド
ウ
5

ぬ
〇
筑
豊
天
国
 

社
（
赤
池
）
缶
ジ
ュ
ー
ス
 60 

缶
〇
日
野
 

き
み
こ
（
赤
池
）
た
ば
こ
 50 

個
〇
四
区
 

青
年
会
（
上
野
）
金
一
封
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
深
見
繁
夫
（
南
町
2

) 

▽
野
村
久
子
（
中
谷
）
▽
小
島
誠
（
岩
 

屋
組
）
▽
藤
井
直
重
（
中
組
）
▽
今
井
 

功
（
上
寿
町
）
▽
安
食
キ
ク
（
南
町
）
 

大
谷
九
州
男
（
中
里
）
 

八
月
十
六
日
 

現
在
、
七
件
総
額
十
九
万
円
 

【
寄
付
】
市
場
保
育
園
父
母
の
会
廿
5
 

千
円
▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
廿
1
万
円
 

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
コ
ー
ト
開
き
の
際
 

の
寄
付
）
▽
下
田
川
衛
生
組
合
甘
1
万
 

円
 「 扇2; 月晋稽粧i豆 a sp)行事護四 

~ 
~ 1L 、 8L 、 15L1 § 7日S 1?日、 27日 
」 一21日、23日、29月 ミ 10--15時 
I 【福祉パス連行日】 ミ 【健康相談日】 

ー休日を夢く毎日 多 ー第一火曜日ー（9月2日） 
【演 芸】 g 【仏教講演会】 

入館者へ自由に舞台を § 9 月13日出 n 時から 
提供します。 ‘ 

~ ※福祉センターゲートボール場が完成しましたので、入 
~ 館者は、こ目由にご利用ください。（ナイターも可） 

又 ※管理人室（食堂）に電話がつきました。if 28-4843 

× 

ノ 

秋の全国交通安全運動 9月21日～30日 
9 月 は障害者雇用促進月 間 


